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 1 . は じ め に
　アメリカ化学会が週刊で発行している Chemical and 
Engineering News の 8 月 5 日号に 『Blast from the Past』1）
という記事が掲載された。200 年前のトランペットの蛍


































もしれないが, 「亜鉛と真鍮」 というテーマは, そうした
力を養成する上で, 非常に有用と思われる。 亜鉛合金で
ある真鍮は紀元前から使われていたし, 今も使われてい
る。上記のように, 楽器との相性もよく, 「ブラスバンド」 















　まず, 日本の江戸時代の文献, 『和漢三才図会』 をとり
あげたい。『和漢三才図会』 は, 正
しょうとく
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1716 年） にあたる。また, フランスで 『百科全書』 を編
















　東洋文庫版の 『和漢三才図会』 は 1 冊 3,200 円と安く







靂」 の 「霹靂」 が雷



















が 1578 年に出版した 『本
ほんぞうこうもく
草綱目』 である。よっ
て, 以下の記述は概略, 16 世紀の明の化学に基づいた知

























































造り, しかもよいものが出来る…。製法は, 銅 1 斤, 亜








る事は, 第 1 節のアンティーク・トランペットの結果と
対応しており, これも面白いと思う。 
　真鍮とともに挙げられている唐金については, 「製法
は銅 1 斤に鉛 1/5 で, これを一緒にして鍛錬する」 4） と
あるから, 鉛－銅合金と判断できる。これには亜鉛は
含まれないようだが, 続けて, 「銅・鉛・唐金の分量に
亜鉛 1/6 を加えれば色は黄を帯び, 真鍮につぐものとな





は, 上述の 「現今, 唐金, 真鍮の諸器をつくるときは, い
ずれも亜鉛云々」 という記述は, 「現今, 黄唐金, 真鍮の
諸器をつくるとき」 とした方が, より正確であろう。 
　さて, 「謎の物質」 亜鉛をつくるキーアイテム, 「炉


































曹元宇の 『中国化学史話』 である。その 『中国化学史話 
（上）』 5） には, 「炉甘石は菱
りょう
亜鉛鉱 （スミソナイト：図 3 ） 
の事で, 成分は炭酸亜鉛」 と記述されている。 ここまで









物』 6） には, 亜鉛の調製法がより詳しく書かれて












を並べ火をつけて赤く焼きあげると （図 4 ）, 
坩堝中の炉甘石はとけて固まりとなる。冷却しきってか
ら, 坩堝をこわしてとりだすと, 二割の目減りをしてい

























世相を反映して興味深い」 6） とある｡  倭鉛の 「倭」 とは






ビーやエメラルド （クロムイオン）, アクアマリン （鉄イ
オン） などの宝石でも同じである。 
 3 . シュタールの 『合理と実験の化学』 







典化学シリーズとして和訳され, 日本語版 9） を入手でき
る。執筆の時期は, ドイツのプロイセン王国が, 「兵隊王」 




タールは, ドイツの化学者・医師であり, 1694 年から 
1716 年までハレ大学の医学部教授を務め, その後ベルリ










フロ ギ ス ト ン
える土」 という元素が含まれ, 燃焼はこれが他の
物質と分離する現象である」 というフロギストン説があ



























ら, 18 世紀初頭においては, シュタールをはじめとする
ヨーロッパの化学者も, 日本の寺島良安同様, 亜鉛につ








理と実験の化学』 からおよそ 30 年後の, 1750 年以降の
ことである 11） （こう辿ってみると, 前述の 『天工開物』 
の技術－中国 （明） の亜鉛精製技術は特筆に値すること
がわかる 5, 7）。 
　こうした事情を反映してか, 亜鉛の英語名 Zinc の語
源ははっきりしていない。Zinc （原型 Zincum, ドイツ語 
Zink） と錫 （英語 Tin, ドイツ語 Zinn） が同じ語源なのは





















宗』 （1837 年） では, 亜鉛の元
素名として, この Zincum を音訳した 「聖
シンキュム
究母」 が使わ
れている 13）。なお, 『舎密開宗』 は, W. ヘンリー（気体
の水への溶解に関する 「ヘンリーの法則」 で有名） が書
いた 『Epitome of Chemistry』 のドイツ語訳のオランダ語
訳 （ややこしい） を和訳したものであり 13）, 「舎密」 はオ
ランダ語の化学 （Chemie） の音訳である。「開宗」 は現
代語の 「入門」 にあたるので, 舎密開宗＝化学入門であ
る。「聖究母」 が, 古くからなじみの 「亜鉛」 に戻ったの






民の 『化学新書』 （1861 年） からである 13）。ここ
で, 「舎密」 も 「化学」 になっている事に注目されたい。 
以後, 日本の化学用語は, 榕菴がはじめて, 幸民が拡張・
修正したものが使われていく。 
 4 . ディドロの 『百科全書』 
　語源の話で時間を進めすぎたので, ここで時代を少し




が中心となって編集し, 1751 年から 1772 年まで 20 年以
上かけて完成した大規模な百科事典である。 『百科全書』 
当時のフランスはルイ 15 世の治下, フランス革命の前
夜であった。悲劇の女王, マリー・アントワネットがフ
ランスに嫁いできたのが 1771 年である。 





であった。総執筆者数は 184 人, これらの執筆者は 「百
科全書派」 と呼ばれ, そのなかにはヴォルテール, モン
テスキュー, ルソーなど, 著名な哲学者もいた。初版の
発行部数は 4,250 部。当時としては大成功であり, フラ
ンス国外でも好評であった。 
　『百科全書』 の大きな特徴は, 美しい銅版画で描かれた 




め, 「言葉で隠しても, 絵は明かに語る」 という観点から 
『図版集』 を作成したという。現在, これら図版のうち 
400 枚は, 日本語の解説つきで味わえる 15）。 




















人間の背丈ほどの巨大なはさみでカットする （図 5 ）。 




げやすくするという工夫 （図 6 ） 15） の跡かもしれない。 
 5 . ドルトンの 『化学の新体系』 
　今度は, 『和漢三才図会』 から約 1 世紀過ぎた （1808




版 16） を入手できる。当時のイギリスは, フランスのナ
ポレオンとの戦争 （1803～ 1815 年） の最中であり, ヨー
図 5  『百科全書』に描かれた, 
真鍮切断用のはさみ（左）
と切断の様子（右）






















から取り出された事はない。」 16） この記述から, 19 世紀
に入っても, イギリスではなお亜鉛の単離は困難だった
事が窺える。 
  なぜ亜鉛の単離は, それほど難しかったのだろうか？
それは, 亜鉛の沸点 （907℃） が菱亜鉛鉱からできる酸化









離のポイントであった。 第 2 節で紹介した 『天工開物』 
のやり方では, （1） 坩堝に炉甘石をつめ込んで, 空気の
量を減らした事と, （2） 坩堝を泥で密閉し, 亜鉛の蒸発
と空気の流入を防いだ事が勝因だったと思われる｡




























白い金属である。その比重は, 6.9 から 7.2 である。…亜
鉛は華氏 680°（＝360℃） くらいで溶け, それ以上の温
度ではかなり蒸発する。…亜鉛の原子はほぼ水素の 56 
倍の重さがある。」 16） ドルトンが実験下手だったという
のは, 化学史上, 有名な事実である 16, 19）。上の引用部
分だけでも, 亜鉛の比重を有効数字 2 桁でしか決めてい
ない事 （実際は 7.13）, 亜鉛の融点 （419.58℃） を 50℃以











与えられている合金を作る」 16） とあり, （1） メッキを
ほどこす物の製造用真鍮, （2） 金メッキ金属 （オラン
ダ金）, （3） 刻印をした真鍮製品に使う, 浸して染める
真鍮 （バーミンガム製品）, （4） 柔らかく美しい色の真





）, （7） 通常の硬い真鍮 （セメントの真鍮） につ
いて, 組成と性質の概略が述べられている 16）。このう
ち, （1） は亜鉛 4.2％の真鍮であり, 今日, 貨幣やメダル
に使われている 「Gilding metal－亜鉛 5 ％の真鍮－」 に
近い。（2） の 「オランダ金」 は亜鉛 33％の真鍮であり, 今
日, 自動車の放熱器やソケット, ファスナー, 薬莢, 日
用品, 装飾品などに広く使われている 「イエローブラ
ス （七三黄銅） －亜鉛 30％の真鍮－」 に近い。5 円硬貨














銅－亜鉛 15％の真鍮－」 に相当する。（5） は亜鉛20
％の真鍮であり, これは現在, 装飾金具や楽器に用いら
れている「Low brass」そのものである。（6） は亜鉛 50
％の真鍮であるが, 現在は使われていない。「金色銅」 と
いう名前の由来は, 「真鍮の黄色の色が, 最も強い」 16） た
めらしい。現在使われていないのは, 「亜鉛が次第に銅
より増えていくと, 次第に色が白っぽくなり, よりもろ
くなる」 16） ためである （現代では亜鉛 45％以上の真鍮
は使われていない）。（7） は, ドルトン当時, 特別な名称





図 7  5 円硬貨
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 6 . 宮沢賢治の 『春と修羅』 
　本稿のしめくくりとして, 明治・大正時代のポピュ
ラーな文学作品－宮澤賢治の詩集 『春と修羅』 －をとり
あげたい。なお, 宮沢賢治の妹トシは 1916 年から 1919 年
にかけて日本女子大学校・家政学部に在籍しており, 賢
治は本学の関係者である。宮沢賢治には, 『注文の多い


















秋の 『物理学校裏』 23） であ
り, この詩の中には何と 22 もの元素が登場する。 





















  金属亜鉛は酸化されやすいので, つくりたては鈍い銀
色をしているが, 細かくして長時間放置しておくと, く
すんだ銀灰色に変わる。前出のドルトンもこれに気づい
ており, 「（亜鉛は） 空気中ではすぐに光沢を失い, 灰色
になる」 16） と記述している。賢治は 『森林軌道』 25） とい


















される。この様子をドルトンは 「水中では （亜鉛は） 黒
くなり, 水素ガスが放出される」 16） と淡々と書いた。 一







　『和漢三才図会』 における亜鉛の読み, 「トタン」 は, 現
在は亜鉛メッキした鋼板を指すが, 通常, 波板が用いら
れる （図 8 ）。 『津軽海峡』 24） という詩の中で, 亜鉛が海
の波の形容に使われているが, 
　亜鉛張りの波は白光の水平線から続き
この 「亜鉛」 は波形のトタンかもしれない。 






 7 . お わ り に
　以上, 亜鉛と真鍮を材料に歴史的・文学的な文献を概
観してきたが, 皆さんは, いかが思われたであろうか。 
誌上での教養教育のケーススタディとしては, 言わずも







としては, 「平塚らいてう賞」 の平塚らいてうと 1908 年 
3 月に心中未遂事件をおこし 26）, この事件をもとにした
小説『煤
ばいえん





























る事」 と 「物を創る事」 が別の才能である事 28） を示す好例
である。「古い事」 や 「細かい事」 を多く知っているだけ
ではダメなのだ。無想庵の年少の友人, 山本夏彦は, こ






















































者）」 30） 特に下線をひいた最後の言葉が, 私には印象的
であった。 
  この小文が, 本学の教養教育の一助になれば幸いであ
る。 
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